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　議会運営委員会編集

12月定例会
第４回定例会は、12月８日から開会され、町長から提案のあった補正予算な
ど11議案を、いずれも原案どおり可決し、14日に一般質問等を行って閉会し
ました。

予 算
補 正
予 算
補 正
予 算
補 正

虔
大
津
漁
港
上
架
施
設
整
備

補
助
　
　
１
千
１
０
０
万
円

　
国
が
進
め
る
漁
港
の
上
架
施
設
整
備
に

対
し
て
大
津
漁
業
協
同
組
合
が
支
出
す
る

負
担
金
へ
の
補
助

虔
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

育
成
支
援
事
業
補
助

５
９
７
万
円

　
今
年
度
の
台
風
に
よ
り
施
設
被
害
の

あ
っ
た
農
業
者
へ
の
補
助

虔
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
エ
リ
ア

メ
ー
ル
機
能
追
加
工
事

１
４
８
万
円

　
気
象
警
報
や
避
難
勧
告
・
指
示
等
の
防

災
情
報
を
、
町
内
の
携
帯
電
話
に
発
信
す

る
機
能
を
追
加
す
る
工
事

虔
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
事
業

  

３
２
１
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
者
へ
の
返

礼
事
業
費
を
追
加
補
正

虔
豊
頃
医
院
・
院
長
住
宅

改
修
工
事  

　 

６
４
２
万
円

　
豊
頃
医
院
の
診
療
室
等
の
各
部
屋
と
院

長
住
宅
の
浴
室
等
の
改
修
工
事

（
医
療
施
設
特
別
会
計
補
正
）

虔
定
住
促
進
等
住
宅
取
得

補
助  

　
　
　 

８
５
０
万
円

　
住
宅
の
新
築
・
中
古
住
宅
購
入
者
へ
の

補
助
費
を
対
象
件
数
の
増
加
に
よ
り
追
加

補
正虔

臨
時
福
祉
給
付
金

給
付
事
業  

　 

９
７
９
万
円

　
消
費
税
率
の
８
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
所
得
の
低
い
方
の
負
担
を
緩
和
す
る

た
め
給
付

補
正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
の
主
な
も
の

※
表
示
の
金
額
は
、
一
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

会　　計　　名 補　正　額 総　　　　額

一　 般　 会　 計 ( 第 9 号 ) 5千103万円 53億7千811万円

国民健康保険特別会計 ( 第 2 号 ) 102万円 6億8千57万円

介護保険特別会計 ( 第 2 号 ) ▲237万円 4億1千163万円

医療施設特別会計 ( 第 3 号 ) 642万円 1億5千725万円

簡易水道特別会計 ( 第 5 号 ) 127万円 1億8千787万円

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
12
月
主
な
「
補
正
予
算
」

議
会
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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豊
頃
医
院
と
院
長
住
宅
改
修
工

事
の
概
要
は
？

　
豊
頃
医
院
は
、
診
療
室
、
処
置

室
、
院
長
室
、
応
接
室
な
ど
の
改

修
工
事
。
院
長
住
宅
は
、
使
用
劣
化
に

伴
う
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
等
水
回
り
の
改
修

工
事
。

主
な
審
議
内
容

　
大
津
漁
港
上
架
施
設
の
整
備
状

況
と
今
後
の
漁
港
整
備
の
見
通
し

は
？

　
船
揚
場
の
か
さ
上
げ
は
平
成

29
年
度
末
の
完
成
予
定
。
今
後
の

漁
港
整
備
は
、
管
理
者
で
あ
る
北
海
道

に
お
い
て
、
大
津
地
区
的
に
は
前
浜
の

防
潮
堤
の
改
築
の
ほ
か
、
耐
震
岸
壁
の

整
備
、
災
害
時
の
機
材
流
失
防
止
対
策

が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
エ
リ
ア
メ
ー
ル

機
能
追
加
工
事
の
概
要
は
？

　
緊
急
地
震
速
報
や
、
避
難
勧

告
・
避
難
指
示
等
の
防
災
情
報
を

豊
頃
町
内
の
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
送

信
し
、
瞬
時
に
住
民
へ
情
報
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
を
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
追
加
す
る

工
事
。　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
が
受
信
で

き
な
い
場
所
が
あ
る
が
そ
の
対
応

は
？

　
町
内
に
受
信
で
き
な
い
場
所
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
解
消
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
の
対
応

と
な
る
が
、
町
の
課
題
と
し
て
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

【

条

例

改

正

等

】

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
】

▼
豊
頃
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
委
員
の
選
任
方
法
が
公
選

制
か
ら
町
長
の
選
任
制
へ
改
正
さ
れ
た

た
め
、
委
員
定
数
に
関
す
る
条
例
を
制

定
。
現
行
と
同
数
の
14
人
と
規
定
。

▼
豊
頃
町
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
介
護
休
業
法
の
改
正
に
伴
い
、
介
護

休
暇
の
分
割
取
得
と
介
護
時
間
を
新
設

す
る
改
正
。

▼
豊
頃
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
外
国
法
人

等
が
有
す
る
事
業
所
得
か
ら
支
払
い
を

受
け
た
利
子
及
び
配
当
に
対
す
る
個
人

町
民
税
を
分
離
課
税
と
し
、
税
率
を

３
％
と
す
る
改
正
。

▼
豊
頃
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
外
国
法
人

等
が
有
す
る
事
業
所
得
か
ら
支
払
い
を

受
け
た
利
子
及
び
配
当
を
、
国
民
健
康

保
険
税
の
所
得
割
の
算
定
及
び
軽
減
判

定
に
用
い
る
総
所
得
金
額
に
含
め
る
改

正
。

　
任
期
満
了
と
な
る
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
宝
田
明
洋

氏
（
十
弗
）
を
再
任
、
坂
口
嘉
弘
氏
の

後
任
に
熊
野
幸
雄
氏
（
茂
岩
栄
町
）
を

選
任
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
こ
れ

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
32
年
２
月
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

改修する豊頃医院と院長住宅

意　見　書
▷地方議会議員の厚生年金制度への加入を

求める意見書

▷ＪＲ北海道への経営支援を求める意見書

原案どおり可決され、関係省庁に提出さ

れました。

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
条
例
改
正
等
▽
主
な
審
議
内
容

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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十
勝
川
河
畔
林
の
除
去
に
対
す
る

関
係
機
関
へ
の
要
請
は
？

Ｑ
　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保

険
の
広
域
化
に
よ
る
事
業
運
営
の
見
通

し
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
事

業
運
営
す
る
新
制
度
へ
移
行
す
る
。
均

衡
の
と
れ
た
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

Ｑ
　
北
海
道
は
、
広
域
化
後
の
標
準
税

率
を
示
し
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
お
い
て

本
町
の
保
険
税
は
今
年
度
比
28
・
６
％

上
昇
と
の
試
算
を
発
表
し
た
。
低
所
得

者
の
保
険
税
へ
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き

Ｑ
　
台
風
被
害
を
受
け
た
農
家
へ
の
税

の
減
免
の
検
討
状
況
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
十
勝
管
内
で
は
、
農
作
物
被
害
に
対

し
て
税
の
減
免
条
例
等
を
制
定
し
て
い

る
の
は
、
検
討
中
を
含
め
、
十
勝
西
部

の
町
を
中
心
に
６
町
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
き
た
が
、

町
内
の
農
業
被
害
面
積
、
農
業
共
済
に

よ
る
共
済
金
補
償
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

な
ど
を
総
合
的
に
考
え
、
減
免
措
置
は

と
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

　
台
風
被
害
に
よ
り
納
税
が
困
難
と

な
っ
た
方
に
対
し
て
は
、
納
税
を
１
年

間
猶
予
す
る
徴
収
猶
予
制
度
や
分
割
納

付
制
度
の
活
用
に
よ
り
対
応
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　
共
済
金
が
補
償
さ
れ
る
場
合
、
税

の
減
免
に
は
な
ら
な
い
の
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
減
免
措
置
を
実
施
す
る
基
準
は
、
災

害
に
よ
る
減
収
額
が
３
年
間
平
均
所
得

の
30
％
以
上
の
場
合
と
な
っ
て
い
る
。

共
済
金
が
補
償
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
額

は
減
収
額
か
ら
差
し
引
く
た
め
、
減
免

で
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
保
険
税
の
税
率
は
各
市
町
村
が
任
意

で
設
定
で
き
る
。
本
町
の
保
険
税
率
は

高
く
な
る
と
推
測
す
る
が
、
国
に
お
い

て
は
低
所
得
者
へ
の
更
な
る
軽
減
措
置

の
検
討
も
さ
れ
て
い
る
。
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
低
所
得
者
の
保
険
税
上
昇
を

抑
制
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
十
勝
川
河
畔
林
の
除
去
に
関
す
る

要
望
書
に
対
す
る
町
の
対
応
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
内
３
団
体
か
ら
連
名
に
よ
る
要
望

書
を
受
け
、
帯
広
開
発
建
設
部
池
田
河

川
事
務
所
へ
十
勝
川
の
抜
本
的
な
治
水

対
策
の
検
討
と
、
高
水
敷
の
掘
削
、
河

畔
林
の
除
去
等
を
要
望
し
た
。
河
川
事

務
所
は
、
要
望
事
項
に
理
解
を
示
し
、

改
善
に
努
め
る
と
の
話
を
い
た
だ
い

た
。

　
ま
た
、国
の
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
、

幌
岡
地
先
の
十
勝
川
に
お
い
て
河
道
掘

削
を
行
う
予
算
が
付
い
た
。

　
今
後
も
、
関
係
機
関
へ
の
要
請
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
十
勝
川
河
畔
林
の
伐
採
に
よ
り
、

流
下
能
力
が
向
上
し
、
堤
防
決
壊
の
防

止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
河
畔
林
の
伐
採
は
、
増
水
の
抑
制
と

と
も
に
、
流
木
の
減
少
に
よ
り
海
の
環

境
整
備
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
、
前
向
き
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

相
澤
　
昌
幸
　
議
員 

国
民
健
康
保
険

広
域
化
へ
の
対
策
は
？

岩
井
　
　
明
　
議
員 

平成30年度から広域化

となる国民健康保険

町
税
の
減
免
措
置
は
？

坂
口
　
尚
示
　
議
員 

大雨により増水した十勝川

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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十
勝
川
の
床
下
げ
と
排
水

機
能
の
強
化
対
策
は
？

Ｑ
　
十
勝
川
の
川
底
の
床
下
げ
と
排
水

施
設
の
機
能
強
化
を
国
、
北
海
道
へ
要

請
す
る
考
え
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
本
年
11
月
、
十
勝
川
治
水
促
進
期
成

会
が
、
国
に
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
と

抜
本
的
な
治
水
対
策
の
推
進
等
を
十
勝

一
丸
と
な
っ
て
要
望
し
た
。ま
た
町
は
、

高
水
敷
の
掘
削
、
河
畔
林
の
伐
採
と
と

も
に
排
水
機
場
等
の
整
備
に
つ
い
て
毎

年
要
請
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
町
の
実
情
を
関
係
機

関
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
来
年
度
着
任
す
る
後
任
医
師
と
の

契
約
状
況
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
来
年
度
か
ら
の
豊
頃
医
院
、
大
津
診

療
所
の
診
療
を
引
き
受
け
た
医
師
は
、

現
在
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
大
島
医
院
院

長
で
あ
る
山
本
馨
先
生
。年
齢
は
71
歳
。

本
年
９
月
、
来
町
し
た
際
に
診
療
業
務

期
間
を
来
年
４
月
か
ら
平
成
34
年
３
月

ま
で
の
５
年
間
と
す
る
確
約
書
を
い
た

だ
い
た
。
山
本
先
生
か
ら
は
、
更
に
５

年
間
の
契
約
更
新
や
、
診
療
時
間
の
延

長
、
時
間
外
診
療
の
受
付
等
の
お
話
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
新
年
度
の
診
療
開

始
ま
で
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
現
医
師
と
の
交
代
時
期
、
医
師
の

交
代
に
伴
う
準
備
期
間
な
ど
今
後
の
病

院
運
営
の
予
定
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
医
師
の
交
代
時
に
豊
頃
医
院
の
改
修

を
す
る
た
め
一
時
休
診
と
な
る
が
、
町

民
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
努
め
た

い
。

Ｑ
　
３
期
12
年
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
評

価
と
今
後
の
思
い
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
第
４
次
豊
頃
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
で
は

人
口
減
少
対
策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
与
え
ら
れ
た
残
り
の
期
間
全

力
投
球
し
た
い
。

Ｑ
　
次
期
町
長
選
へ
の
出
馬
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
体
力
、
思
考
力
に
は
限
界
が
あ
り
、

町
政
の
進
展
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
後
援
会
か
ら
の
要
請
を
強
く
感
じ

て
い
る
。

Ｑ
　
排
水
施
設
の
機
能
強
化
の
必
要
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
排
水
施
設
の
機
能
強
化
は
必
要
で
あ

り
、
関
係
機
関
へ
要
請
を
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
要
請
を
続
け
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　
排
水
施
設
の
稼
働
を
今
よ
り
低
水

位
か
ら
可
能
と
す
る
な
ど
、
運
用
面
の

改
善
を
要
請
で
き
な
い
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
局
地
的
な
異
常
気
象
へ
の
対
応
な
ど

の
面
か
ら
、
池
田
河
川
事
務
所
に
要
請

し
て
い
き
た
い
。

機能強化が求められる排水施設

小
笠
原
茂
人
　
議
員 

豊
頃
医
院
の後

任
医
師
は
？

ま
ち
づ
く
り
の

評
価
と
今
後
は
？

措
置
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
十
勝
管
内
に
お
い

て
農
業
被
害
の
み
を
理
由
に
税
を
減
免

し
た
と
い
う
情
報
は
入
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
　
税
の
減
免
以
外
に
農
家
へ
の
救
済

措
置
は
考
え
て
い
る
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
農
業
者
、
漁
業
者
等
が
資
金
借
入
を

行
う
場
合
の
利
子
補
給
を
考
え
て
い

る
。
今
後
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

見
な
が
ら
必
要
な
財
政
支
援
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

第４次まちづくり総合計画

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
一
般
質
問

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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１
　
調
査
の
経
過
と
結
果

　
⑴
　
小
中
連
携
教
育
と
小
中
一
貫
教
育

　
　
国
が
定
義
す
る
小
中
連
携
教
育
と

は
、
小
・
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々

で
あ
る
と
の
前
提
の
下
、
教
育
目
標

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
共
通
部
分
に
つ

い
て
協
働
し
、
小
学
校
か
ら
中
学
校

教
育
へ
の
円
滑
な
接
続
を
目
指
す
教

育
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
小
中
一

貫
教
育
と
は
、
小
中
連
携
教
育
の
う

ち
、
小
・
中
学
校
が
教
育
目
標
や
目

指
す
子
ど
も
像
な
ど
を
共
有
し
、
９

年
間
を
通
じ
た
教
育
課
程
を
編
成

し
、
系
統
的
な
教
育
を
目
指
す
教
育

の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
国
に
お
い
て
は
、
平
成
18
年
の
教

育
基
本
法
の
改
正
等
に
よ
り
小
中
一

貫
教
育
へ
の
取
組
み
を
進
め
、
平
成

28
年
度
か
ら
は
小
中
一
貫
教
育
を
行

う
新
た
な
学
校
と
し
て
、
義
務
教
育

学
校
を
制
度
化
し
た
。
こ
の
義
務
教

育
学
校
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま

で
の
義
務
教
育
を
一
貫
し
て
行
う
学

校
で
、
教
職
員
は
、
小
学
校
と
中
学

校
の
免
許
を
併
有
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
校
舎
の
形
態
に
は
、
一
つ

の
校
舎
で
小
学
生
と
中
学
生
が
学
ぶ

施
設
一
体
型
、
小
学
校
・
中
学
校
の

校
舎
が
同
一
す
る
敷
地
ま
た
は
隣
接

地
に
あ
る
施
設
隣
接
型
、
異
な
る
敷

地
に
校
舎
が
あ
る
施
設
分
離
型
が
あ

る
。

　
　
北
海
道
に
お
い
て
は
、小
中
連
携
、

一
貫
教
育
実
践
事
業
と
し
て
、
平
成

26
年
度
か
ら
３
年
間
、
道
内
15
の
実

践
地
域
を
指
定
し
（
本
町
は
未
指

定
）、
小
・
中
学
校
９
年
間
を
見
通

し
た
学
習
指
導
等
を
行
い
、
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
を
図
る
研
究
を
実
施

し
て
い
る
。

　
⑵
　
豊
頃
町
の
取
組
み

　
　
本
町
で
は
、
平
成
16
年
の
校
長

会
議
に
お
い
て
小
中
連
携
の
取
組
み

の
検
討
を
依
頼
し
た
こ
と
を
皮
切
り

に
、
小
中
連
携
教
育
の
研
究
と
実
践

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成
19
年
度

に
、
報
徳
の
お
し
え
を
基
盤
と
す
る

小
・
中
学
校
相
互
の
連
携
教
育
の
推

進
を
目
的
に
、
豊
頃
町
小
・
中
学
校

連
携
教
育
推
進
会
議
が
設
置
さ
れ
、

平
成
27
年
度
か
ら
は
同
会
議
が
発
展

解
消
し
、
豊
頃
町
学
校
教
育
振
興
会

に
小
中
連
携
推
進
部
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
報
徳
の

お
し
え
を
学
ぶ
小
・
中
学
校
合
同
授

業
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業

な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
⑶
　
小
中
一
貫
教
育
（
併
設
校
）
の

検
討
の
現
状

　
　
平
成
28
年
11
月
１
日
現
在
の
町
内

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
、
全

体
で
２
１
９
人
で
あ
り
、
今
後
減

少
し
て
い
く
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
豊
頃
中
学
校
の
校
舎
は

建
築
か
ら
42
年
が
経
過
し
、
建
替
え

の
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
教
育
委
員
会
で
は
、
道

内
の
小
学
校
・
中
学
校
併
設
校
舎
や

義
務
教
育
学
校
の
視
察
調
査
を
実
施

し
、
豊
頃
町
総
合
教
育
会
議
の
中
で
、

校
舎
建
替
え
に
係
る
検
討
組
織
の
設

置
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

２
　
ま
と
め

　
本
調
査
で
は
、
本
町
に
お
け
る
小
中

連
携
教
育
の
状
況
を
再
確
認
す
る
と
と

も
に
、
学
校
の
社
会
性
育
成
機
能
の
強

化
の
必
要
性
等
か
ら
、
国
に
お
い
て
小

中
一
貫
教
育
が
推
進
さ
れ
学
力
向
上
な

ど
の
成
果
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
教
職

員
が
小
・
中
学
校
両
方
の
教
員
免
許
の

保
有
が
必
要
な
こ
と
な
ど
の
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
本
町
に
お
い
て
小
中
一

貫
教
育
を
導
入
す
る
場
合
は
、
こ
れ
ら

成
果
と
課
題
の
研
究
に
時
間
を
掛
け
る

べ
き
で
あ
り
、
報
徳
の
お
し
え
を
基
盤

と
し
た
豊
頃
町
独
自
の
小
中
連
携
教
育

を
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
児

童
生
徒
数
の
動
向
を
見
据
え
、
豊
頃
中

学
校
の
建
替
え
、
豊
頃
小
学
校
と
豊
頃

中
学
校
が
近
接
す
る
教
育
環
境
、
大
津

小
学
校
で
の
遠
隔
授
業
の
研
究
、
先
進

地
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
の
動
向
な

ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
豊
頃
町
ら
し

い
小
中
一
貫
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
①

11
月
15
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、「
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て
」
と
し
て
、
国
の
制
度
の
概
要
と
本
町
の
小
中
連
携
教
育
の

取
組
み
、
小
中
一
貫
教
育
（
併
設
校
）
の
検
討
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

教育委員会からの概要説明を受ける。

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
①

議
会
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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１
　
調
査
の
経
過
と
結
果

　
⑴
　
有
限
会
社
友
夢
牧
場

　
　
有
限
会
社
友
夢
牧
場
の
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
は
、
平
成
28
年
４
月
に

稼
働
し
、
牧
場
で
飼
育
す
る
乳
牛
約

１
千
頭
、
１
日
約
60
ト
ン
の
ふ
ん
尿

を
処
理
可
能
な
施
設
で
あ
る
。
発
酵

槽
に
投
入
さ
れ
た
ふ
ん
尿
か
ら
発
生

す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
は
、
発
電
機
の
燃

料
と
し
て
使
用
し
、
発
電
さ
れ
た
電

気
は
全
量
売
電
し
て
い
る
。
ま
た
発

酵
後
の
ふ
ん
尿
は
、
消
化
液
と
し
て

同
牧
場
所
有
の
畑
に
散
布
さ
れ
て
い

る
。

　
　
プ
ラ
ン
ト
本
体
の
建
設
費
は
約

６
億
円
で
、
全
額
自
己
資
金
で
建
設

し
て
い
る
。

　
⑵
　
鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
及

び
瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

　
　
鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
は
、

町
へ
の
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、
市

街
地
を
中
心
に
乳
牛
ふ
ん
尿
の
適
正

処
理
を
望
む
声
の
高
ま
り
を
受
け
、

平
成
19
年
10
月
に
稼
働
し
た
。
鹿
追

市
街
周
辺
地
区
の
酪
農
家
を
対
象

に
、
集
中
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

と
し
て
整
備
さ
れ
、
乳
牛
ふ
ん
尿
を

収
集
運
搬
し
、
乳
牛
約
１
千
３
０
０

頭
、
１
日
約
85
・
８
ト
ン
の
ふ
ん
尿

が
処
理
可
能
な
施
設
で
あ
る
。
発
酵

槽
に
投
入
さ
れ
た
ふ
ん
尿
か
ら
生
じ

る
メ
タ
ン
ガ
ス
は
、
発
電
機
の
燃
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
燃
焼
に

よ
り
発
生
し
た
熱
の
高
度
利
用
を
進

め
て
い
る
。
電
気
は
、
プ
ラ
ン
ト
内

で
利
用
す
る
電
力
を
除
く
全
量
を
売

電
し
、
売
電
収
入
は
、
プ
ラ
ン
ト
運

営
費
や
基
金
へ
の
積
立
て
の
財
源
に

充
当
さ
れ
て
い
る
。
発
酵
後
の
ふ
ん

尿
は
、
消
化
液
と
し
て
農
家
の
畑
に

散
布
さ
れ
て
い
る
。

　
　
プ
ラ
ン
ト
本
体
の
建
設
費
は
、

８
億
３
千
４
７
５
万
円
で
、
町
が
実

施
主
体
と
な
り
、
財
源
に
は
国
庫
補

助
金
を
充
当
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
は
、
同
町
内
２
か
所
目
の
プ
ラ
ン

ト
と
し
て
、
平
成
28
年
４
月
に
稼
働

し
て
い
る
。
瓜
幕
地
区
の
乳
牛
ふ
ん

尿
を
収
集
運
搬
し
、
１
日
約
２
１
０

ト
ン
の
ふ
ん
尿
が
処
理
可
能
な
施
設

で
あ
り
、
国
内
最
大
規
模
で
あ
る
。

鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
と
同
様

の
仕
組
み
に
よ
り
発
電
し
、
プ
ラ
ン

ト
本
体
の
建
設
費
は
約
23
億
円
で
、

町
が
実
施
主
体
と
な
り
、
財
源
に
は

国
庫
補
助
金
を
充
当
し
て
い
る
。

　
⑶
　
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

　
　
士
幌
町
で
は
、
飼
育
頭
数
の
拡
大

や
飼
養
形
態
の
変
化
に
よ
る
家
畜
ふ

ん
尿
の
適
切
な
処
理
が
課
題
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
の
導
入
が
検
討
さ
れ
、
平
成
15
年

度
か
ら
町
が
設
置
者
と
な
り
、
牧
場

ご
と
に
建
設
す
る
個
別
型
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
を
３
棟
建
設
し
、
そ
の

後
、
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
が
実
施

主
体
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
同
じ
く

個
別
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
建

設
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
に
７

棟
が
稼
働
し
て
い
る
。
視
察
し
た
プ

ラ
ン
ト
は
、
平
成
27
年
に
建
設
さ
れ
、

約
30
ト
ン
の
乳
牛
ふ
ん
尿
が
処
理
可

能
な
施
設
で
あ
る
。
発
酵
槽
に
投
入

さ
れ
た
ふ
ん
尿
か
ら
発
生
し
た
メ
タ

ン
ガ
ス
は
、
発
電
機
の
燃
料
と
し
て

使
用
し
、
発
電
さ
れ
た
電
気
は
全
量

売
電
し
て
い
る
。
発
酵
後
の
ふ
ん
尿

は
、
消
化
液
と
し
て
農
家
の
畑
に
散

布
さ
れ
て
い
る
。

　
　
プ
ラ
ン
ト
本
体
の
建
設
費
は
、
約

４
億
５
千
万
円
で
、
士
幌
町
農
業
協

同
組
合
関
連
会
社
が
小
売
電
気
事
業

者
と
な
り
、
町
内
の
個
別
型
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
発
電
し
た
電
力
を

同
組
合
施
設
へ
供
給
す
る
仕
組
み
で

運
営
さ
れ
、
財
源
に
は
国
庫
補
助
金

を
充
当
し
て
い
る
。

２
　
ま
と
め

　
本
調
査
で
は
、
事
業
主
体
が
法
人
、

町
、
町
と
農
協
な
ど
の
異
な
る
形
態
で

あ
る
３
町
、
４
か
所
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
の
視
察
調
査
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
４
か
所
の
施
設
は
、
建
設
時
期

が
電
力
の
全
量
買
取
制
度
の
開
始
前
後

な
ど
、
建
設
に
至
る
背
景
に
は
違
い
が

あ
る
も
の
の
、
共
通
し
て
家
畜
ふ
ん
尿

に
よ
る
悪
臭
や
環
境
対
策
が
根
本
に
あ

る
こ
と
が
伺
え
た
。

　
ま
た
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
建
設

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
②

10
月
25
日
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
は
、「
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
管
内
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
視
察
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

鹿追町環境保全センターでの概要説明

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
②

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り



24議会だより
Feb‐2017

〔
11
月
〕

５
日
　
東
京
豊
頃
会	

～
東
京
都

９
日
　
全
国
議
長
大
会	

～
東
京
都

15
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
所
管
事
務
調
査

22
日
　
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
等
議
会

　
　
　
定
例
会	

～
帯
広
市

24
日
　
第
４
回
臨
時
会

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

〔
12
月
〕

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
日
　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、条
例
改
正
、そ
の
他
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

14
日
　
第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　	(

一
般
質
問
、
そ
の
他)

〔
1
月
〕

18
日
　
第
１
回
臨
時
会

◎
今
後
の
予
定

〔
2
月
〕

20
日
　
議
員
全
員
協
議
会

24
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

	
	

～
帯
広
市

28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
等
議
会

　
　
　
定
例
会	

～
帯
広
市

〔
３
月
〕

３
日
　
第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

７
日
　
第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
平
成
29
年
度
予
算
）

９
日
　
第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

十
勝
町
村
議
会

議
員
研
修
会
参
加

上
で
検
討
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
事
業

主
体
、
建
設
コ
ス
ト
、
家
畜
ふ
ん
尿
の

運
搬
、
消
化
液
散
布
体
制
、
売
電
に
伴

う
系
統
連
系
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
、
本
町
に

お
け
る
家
畜
ふ
ん
尿
対
策
や
環
境
対
策

の
一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
各
関
係
機
関
と
検
討
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。第

４
回
臨
時
会
（
11
月
24
日
）

▼
豊
頃
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員

の
給
料
表
、
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を
改

正
。
原
案
の
と
お
り
可
決
。

▼
豊
頃
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正▼
豊
頃
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期
末

手
当
の
支
給
率
を
改
正
。
原
案
の
と
お

り
可
決
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　
職
員
の
人
事
異
動
や
国
の
人
事
院

勧
告
に
基
づ
く
職
員
・
議
員
・
特
別

職
の
人
件
費
、
十
弗
農
業
セ
ン
タ
ー

へ
の
ス
ロ
ー
プ
設
置
工
事
費
な
ど
、

１
千
７
３
７
万
円
を
歳
入
歳
出
に
追
加

し
、
予
算
総
額
を
53
億
２
千
７
０
８
万

円
と
す
る
補
正
予
算
。
原
案
の
と
お
り

可
決
。

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　
職
員
の
人
事
異
動
、
給
与
条
例
の

改
正
に
よ
り
、
４
４
３
万
円
を
歳
入

歳
出
か
ら
減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
８
千
６
６
０
万
円
と
す
る
補
正
予

算
。
原
案
の
と
お
り
可
決
。

▼
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
職
員
の
人
事
異
動
、
給
与
条
例

の
改
正
に
よ
り
、
73
万
円
を
歳
入

歳
出
か
ら
減
額
し
、
予
算
総
額
を

３
億
５
千
３
３
５
万
円
と
す
る
補
正
予

算
。
原
案
の
と
お
り
可
決
。

　
10
月
31
日
、
幕
別
町
百
年
記
念
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
十
勝
町
村
議
会
議
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
公
益
財
団
法
人
と
か

ち
財
団
理
事
長
の
長
澤
秀
行
氏
が
「
産

学
官
連
携
に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
、
ヒ
ト

づ
く
り
、
コ
ト
づ
く
り
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
十
勝
に
お
け
る
産
学
官

連
携
は
一
次
産
業
の
起
業
を
促
し
雇
用

を
創
出
す
る
こ
と
で
地
方
創
生
へ
つ
な

が
る
と
の
考
え
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

十勝町村議会議員研修会

会議の詳細は会議録で

　定例会や臨時会などの会議の内
容は、会議録に詳細に記録されて
います。
　ご覧になりたい方は、町ホーム
ページを閲覧されるか、議会事務
局へお問い合わせください。
　また、議会だよりの感想もお待
ちしております。

TEL　015-574-2222
FAX　015-574-3955
（議会事務局直通）

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
議
会
日
誌

議
会
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


